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<ワンダー・バード〉

渡り烏が甦つた日
写真･文「舵｣編集部西村一広′~、

40年ぶりのセーリングを始

めたくワンダー・バード〉

コンパニオン・ウェイのド

アは,〈ワンダー・バード〉

の歴史をしのばせる。実際

には1883年に進水した。

上

左
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6月111,サンフランシスコ湾内のサウサリート．

ヨットハーバーには，月雌IIだというのに何百人もの

人々が集まっていた。ハーバーの雌も外側の桟橋には，

アフター・レーキした2本マストが||立つ一隻の美し

いスクーナーが肺われていて，集まった人々のHと足

はこの85ft.のスクーナーに向けられていた。この艇，

<WANDERBIRD>こそが，週IIのヨットハーバーを

人で溢れさせた犯人だった｡

この'|は，船齢98年のくワンダー．バード〉が,40

年ぶりにセールを揚げるllだったのだ。サウサリート
戸ハオ･え

に集まってきた人々は，この愛すべき名艇が甦る瞬間

を,I'I分のHで確めるためにやってきた人々だった。

実際，彼女は完壁だった。50名以kの招待客を乗せ，

10数名のクルーに操られたくワンダー．バード〉は，

ヘッド・スルに風を受けて静かに桟橘を離れ（エンジ

ンなと、もちろん積んでない)､40年のブランクを感じさ

せない素晴らしい七一リングを披鮪した。彼女に伴走

しようとして集まってきた18隻の近代ヨット（レース艇

もいた）を，1時間のうちに引き離してしまったとい

うスピードも，時を超えた彼女の性能を蛇足ながら証

明している。

上：コンパスはビカピカに磨き上げられていた。

右：ホイールの前でポーズをとるオーナー夫人も嬉しそう。

名船長ウォーウイックM・トンブキンスに操られ，

彼の家族共々，大西洋を1u1度も往復し,1936年には，

あのケープ・ホーンを束から西に越えるという大航海

をやってのけたくワンダー・バード〉だが，実は彼女

は11年liii,ほとんどその生涯を終えようとしていた。

1941年．現役を退いた彼女は無残にもサウサリート

のハウス・ボートとして生き水らえることを強いられ

た。デッキ上に小牒が建てられ，雨踊りを防ぐための

ベニアがデッキに打ちつけられたし，その上マストは

切り倒されてしまった｡1950年代にこの、安アパート〃

に住んでいたというRickMaddenの言葉が，この時代

の彼女の様ｲを適確に物語っている。いわく「<ワンダ

ー・バード〉が再び七一リングするかもしれないと思

ったかって？とんでもない，白〃ffかかっても無理だ

と忠=〕てましたよ｣。

しかしくワンダー・バード〉はすべての幸運から兇

放されたわけではなかった。11年前,1970年にHarold

Sommerがこのオンボロハウス．ボートを手に入れた

とき，〈ワンダー･バード>は,再び海に出られるようにな

るかも知れないというチャンスに巡り会うことができ

たのだ。Sommerは根っからの柾の男で,20年以上も
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タグ・ボートの船長をし（いる現役の船乗りだ。彼と

妻のAnnaleeseは，多くの友人の助けを得て,<ワンダ

ー・バード〉を蘇生させるための努力を始めた。

HaroldSommerがくワンダー・バード〉を初めて兇

たのは,彼が-f･供の頃の1939年で,〈ワンダー・バード〉

はハワイへの,'l｣,港準備で忙しいときだったという。少

年の頃の海への'|､競れを育み,Sommerが船乗りという職

業を選ぶキッカケをつくったとも言えるくワンダー・

バード〉が，今では立派な船乗りに成長したSommer

によって再び息を吹き返したという事実は，何かしら

不思議な感動を覚えさせずにはいられない。

（参考資料･SanFranciscoChrOniCle6月1011版）

なお,サウサリート在住の女流ライター,AnnSutter

による「ワンダー・バード・ストーリー」が近々「舵」

誌に掲載される-r定です。御期待ドさい。 へ

上
下

建造以来使われている｢ストーブ」

美しいスターンには,WANDER

BlRDの文字が誇らしげに描かれ

ている。
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第一回

琵琶湖クルーザー

フェスティバル

琵琶湖クルーザーフェスティバル

実行委員会委員長

■■■■■■

ロ■■■■

一 井 祥功

琵琶湖には，大小とりまぜて500余りのクルーザー

が浮いているという。それらのヨシ|､にI1平びかけてク

ルーザーレースをやってはと．うか？また，社I､rl法人と

して存在している以上NORCが，本格的に取り組むべ

きではないかという声が上がり，昨ｲf夏上貞から準備にと

りかかってきた。

55年1211の理事会で，この催しを本部主催でやりた

いと提案したところ，心良く承認された。また．i茗管

はNORC近畿北陸支部,70数艇の蔽録を数えるびわこ．

クルージング・ヨット・グラブ(B･C･Y･C･会長・

出村止り))，さらにヤマハのお客様のIm倒を兄ている大

阪ボートヤマハ会の3符が当たることになった。不肖

小生が実行姿興長にｲ［命され，準備に:'1たってきたの

で，簡単ながら経過を振り返=）てみると………

やるからには盛大で派手にやりたいと考えて，。まず

シンボルマークをヨットのイラストレーターの商橋唯

美氏にお噸いした。,'ll米上がったのは標記の通りのい

かにもクルーザーの連動会にふさわしいもので人好評

であった。

スホンサー探しにとりかかると，紹介してドさる会

興詣兄のお顔の広さが物言って，次々と気時良く協賛

していただけ，段々と賑やかにな-〉てきた。中でも

圧巻は||本専売公社が，メインスポンサーになってい

ただけたことであった。このお陰で単色のレース許示

やプログラムがカラーとなり，併せて報知新聞に「参

加艇求む」の全面広f'iまで打つことができた。この事

は．単にヨットマンに参加艇求むと訴えただけでなく，

一般の読者にヨットレースのPRが行き渡った点で効

果満JIII､iと感じた。

ブロク、ラムについては，実施甥唄は誰が兇てもわか

るように，親切l寧に，また，ルールのABCもイラ

スト付で数ベージをさき，スポンサー以外に参jll艇か

(5）

らも協賛を求めたところ,NORC近北支部の登録艇38

艇中よりナント23艇2611も協力していただけた。この

方針は今後共継続していきたいと背えている。

企画が段々と派手になってきたのに，参りll艇が集ま

らないのでは格好がつかないと,役員の方々がシャカリ

キになって参力ll艇を集めてくれたお陰で,ナントナント

166艇のクルーザーと,800人余りの参加人数を数える

こととなった。雌初の頃は100艇以上がl-I標で，その

次は徳島の阿波蹄りレース以tの130艇ぐらいに置

き伴えたが，それも大きく|1111つた。クラブに所属し

てレースの出来る人はいいが，それ以外のフネの人達

も大勢いる。それらの人達のエントリーが[11くて完壁

だったことが特筆できる。

残すは当｜|の好天と順風を祈るだけとなったが，生

'|牌<と雨の降り出しが，余暇から士曜日，そして鹸悪

のll唯日までずれこんでしまって。スタートと時を合

わせたkll<降り,1l'!してきた。

当llの雨天は人方予想出来たので，出走艇が大服に

減ることを-f測したが,166艇中9艇が，.N.Sで,157

艇がトラブルもなく一バツでスタートを切った時は，

さすがにホッとした。

レースのﾉﾉは，別表の通りの結果で無半に終わった。

だが,このフェスティバルのメインとも言えるレセプシ

ョンは，晴天を予想してガーデンパーティーを準備し

ていただけに，いまさら全典が入れる会場なと．ある筈

もなく,1t方なく小さなバーベキューハウスの屋根の

ドで，小じんまりと開くことになる。このドシャ降り

だけに，参力ll行も半減して川意した飲物と食物が大堂

に残るナアと，余計な心配をしているうちに，ホテル

のロビーに次々と集まり川し，ホテル始まって以来の

異様な雰囲気になってきた。

エントリー以外に当日乗り組んだ人，レセプション



…塗~宇雲塗－－=-------吋,華?,弾
‐も

農，

鋳斡離鍵撫鬮津懲
巧咽且鍼 蛾’息溌鍵薙：,導竪塁球菌 凸』¥■

一

哲
雲

函
一
等

判

鷲
篭
さ

》
一
《

〒
一
画
一一

帳
一

一

』

誠
一》

鐸

写
ＦＡ懇志

一

一
審
一
Ｖ
一

一
垂

一

‐

~

堂草一‘－5蝿p 望や峰一b課
一丁

一

4!"-'"

謡
｡昌胎

鍵
吟癖

騨

議
鴬

"･典"蕊.鞘"
，溌濟

鰯鋳.’嬢，

＝31

灘 癖
識
鍾

．
、
拱

苧
驚
＃
華

鰹

部
“
軍
環
》＆

■J』食 １
；
６

日本一広い湖面もごらんの通り．．…・写真提供：読売新聞大阪本社

だけに参加する人等，パーティー券を求める人達が殺

到して，受付は大混乱となる。表彰式が始まっても入

り切れない人が，文字通り長蛇の列を作っている始末

だ。この受付業務をテキパキとこなしてくれたレディ

スには，参会者の一部の人から感嘆の声が聞かれた。

というのは，これらのレディスは，全員女性で乗り組

み，堂々クラスⅡで19位と完走した後で，本来なら表

彰台に上り“レディス賞，，を受け取るチームが．その

栄誉も投げ打ってこの激務を全うしていることを知っ

ているからであった。

立錐の余地もない状態で，レセプションは終始し，

各クラスの優勝艇から，ブービー賞まで，数多くの賞

品が手渡され，出艇申告標を利用しての抽選の時まで，

ムンムンとした人いきれも力llえて，大きな盛り上がり

をみせた。

鼓後に，次1'1｣の開催時の再会を約して，レセプショ

ンは終わり，降り続く雨の中，人々は散っていった。

大きな大きな幕が降ろされることとなった。

実行委員会が発足して以来，開催からさらに反省会

まで，献身的な協力をしてドさいました委典の方々に

は,「本当にご苦労さんでした」と厚く御礼を申し上げ

ます。

鹸後に，このクルーザーフェスティバルの為に，協

賛いただきましたスポンサー各位にも，厚く厚く御礼

申し上げます｡｢本当に有難うございました｣。

琵琶湖クルーザーフェスティバル

優勝者座談会

琵琶湖クルーザーフェスティバルの1週間後の5H

24I_1,志賀ヨットクラブにて，運営側（二井祥功･IMI

Ⅱl庄平・上羽正男）と優勝者（今村吉ﾘ)・菊仲後美・

真l+I恒男)3人で諮り合った。司会は舵社の國分氏

餌、

國分：今日は今II1lのクルーザーフェステイバルの勝者

3名の方々にお集まりいただきまして，それぞれ感想

をお聞かせいただきたいと思います｡（クラスⅣの江i/{

氏は風邪の為欠席）

まず，クラスIでファーストフィニッシュされまし

た<SUEKO>の今村さんからお願いします。

今村鴬正直言いまして今回のレースで勝てるとは思っ

てもみませんでした。でも，デザイナーの木原さんと，

セールメーカーの人も，是非共1_1本雌人の艇数の集ま

るこのレースに乗りたいということで，乗り組んでも

らいましたから，良い成績は残せるだろうという安心

感もありました。

雌初は風上が有利でしたので，風上へ風上へと思っ

ていましたが，あまり沢山のフネが集まりだしたので，

(6）
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すいている真中のあたりからスタートしたのが結果的

には成功したみたいでした。

國分：雰囲気としてはいかがでしたか？

今村:J-24の速いのには，びっくりしました。始め

先行した我々も，胃のり附くなる思いでした。

三井：しかし150数艇を後ろにしたがえてのファース

トホームというのは気分がよかったでしょう。

今村：マア，大まぐれですワ

國分:<TINKLETICK>の菊仲さんはいかがでし

たか，と・んなレースだったという感じでしたか？

菊仲：フェスティバルということですので，私の方も

参加することに意義があるだろうと思い，かなり大勢

（9人）で乗ったんです。夫婦が3組と独身者が3人

とで，マア，あんなトップにいけるとは思わなかった

んですネ。のんびり行こうというので，ホームボート

で酒盛りをしてから行ったものですからネ。

スタートの時にうちはリーチャーをはったんですけ

どネ。とりあえずと÷こでもいいからすいたところを行

こうということで，真中が一番すいていたんですネ，

真中をスーとH｣,たら前へ行ってしまったという感じで

ラッキーだったんです。

上羽：たしかに真中から出たら勝つスタートラインで

した。雌初，上有利でしたので，公平になるよう本部

船を移動させたんです。それでないと上一一点に集中し

てしまう危険性がありましたから。

真田：そうでしたネ。本部船を動かしてましたネ。

上羽：読めてた人はほとんど真中から出てますネ。

國分：しかし数が多くてスタートの時は大変だったで

すネ。

菊仲：よくあれだけ沢ll1集まりましたネ。あれは世話

した人は本当に大変だったと,思いました。プログラム

をいただいた時は80艇ぐらいでしたが，出る時になっ

たら166艇出ると聞いたんで，びっくりしました。

國分：〈酒処〉の真田さんはと÷ういうご感想をお持ち

ですか？特にJ-24に乗られて.／

真田：昨年の夏頃からNORCの委員長会議でこの話が

持ち上がりまして，僕らはマア100パイぐらいと考え

てました。コースも大体決まっていましたし，ヨット

レースとしては単純なコースですし，ヨットフェステ

ィバルと名を打っていますし，内容はともかく，参加

することに意義を感じてました。

160艇集まった中で，一度前を走ってみたいと思い

ました。］~度鳥羽レースぐらいしか体験してないもの

で，そこへJ-24に乗らないかという話がありまして，

これは面白いと，一寸意欲的に取り組んだんですけど

ネ。それでファーストホームも夢でないと，走ってみ

みたんですけど，風が一寸弱かったです。結局，前へ

出たのはJ-24が2ハイと％トンが2ハイと今村さん

の<SUEKO>と<CENTENARIO>の6パイでしたネ。

今村：後ろを兇たらヒャッとしましたヨ。

真田：僕よりクルーが喜んでいましたネ。トツプグル

(7）

－ブより後ろを兇たら100何十パイのスピンが，かなり

離れた位置で横一列に兇えるという光景は，鳥羽レー

スに出ても体験出来ませんからネ。しかし，沢山のフ

ネが所属をはなれて出た，このクルーザーフェスティ

バルが末長く続くことを祈りたいですネ。

菊仲：私もマーク1口l航ではくめるへん〉に5艇身ほとﾞ

先行されてましたので,“もうアカン，‘とJ13､っていたん

ですが，本当にラッキーでした。それだけに森岡（め

るへんのスキッパー）さんがlpI度も残念だ，残念だと

おっしゃってられたんです。

三井：くめるへん〉もいつものレースメンバーじゃな

い人達が乗ってましたからネ。これは他のフネにも言

えることで,NORCの休眠会員という人もかなり参加

したようです。

國分：全体としては，とっても楽しいフェスティバル

という雰囲気でしたネ。

菊仲：エー，楽しかったですネ。

今村：あれで天気が良かったらネ。

真田：そうですネ。

今村：来年はもっと増えるでしょうネ｡200パイぐら

いいけるんじゃないですか？

真田：しかし今年出た結果，レースの内容がわかり，

お祭りの好きな人は出てくれるでしょうが，そうでな

い人は余り混雑するのでと敬遠する人もあるんじゃな

いかな。

三井：話は変わりますが，2週間ほど前の各マリーナ

には，上架して船底をみがくフネも見られましたし，

意気込みは感じられましたネ。

國分：琵琶湖でこんなに意気込むというか，盛り上が

ったイベントは正に初めての経験ですか？

三井：そうですネ･今までにまるっきりこんな企画は

なかったですからネ。

上羽：前もって80数艇のエントリーがありましたが，

それらの方々は，どこのレースにも出るに出られない

フネの人が多かったですネ。それだけにこのレースを

侍っていたというふうに見受けました。

國分：来年も，もしやられるとしたらコースはどのよ

うにお考えですか？

三井：コースは誰でも参jllしやす〈という趣旨でJ型

のコースにしたのですが，漁連との話合いもこのコー

スにしていたからついたという感じでした。

岡田：今回のレースの趣旨からして，来年もこのコー

スでやる方が良いじゃないですか？もっとシビアー

なレースを望む人は，そのようなレースに出るべきで。

真田:200パイのレースなら尚さらそうですよネ。

三井：スタートの混乱を避ける意味で，クラス分けの

スタートも考えていかないかんと思っていましたが，

フェスティバルというのなら一発スタートの方がいい。

今村：そうそう，そうですネ，その方が面白い。

このレースには我々も女房子供連れで乗るつもりです

し，クルーにも彼女を連れてこいと言うですワ。

I
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真田：家族サービスレースですか

上羽：家族サービスのフネもあれ

レースに出る人もいていいですよ‘
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真田：家族サービスレースですか.／

上羽：家族サービスのフネもあれば，それを兇がてら

レースに出る人もいていいですよ。

岡田甚賞の種類の中で，内助の功賞みたいなものを入

れても良かったですネ。

全員：それはいい.／来年は是非つくりましょう。

三井：エントリー時点で確認出来たファミリーは13艇

でしたが，実際はもっとあったみたいですネ。

上羽：それはあったようです。でもエントリー時に正

確に記入していない人は仕方ないですヨ。

三井：ですから，次凹はもっとキチンとしたエントリ

ーが出るんじゃないかと期待しています。

國分：次回が天気の良い日に当たればいいですネ。合

羽の~ドには，たぶんカラフルなユニホームを皆てられ

たと，レセプションの会場で思いましたしネ。

三井：ベストユニホーム賞をねらって，新調した艇も

多かったんじゃないですか？また，賞[Y1が高橋唯美

さんのイラストで，今凹はく湖族の末喬〉がもらった

んですが，あのイラストだけでも値打ちがありますヨ

國分：今回の企画を各マリーナではと．う受けとめたで

すか？

三井：あるマリーナの話では，小型艇を上架するもの

ですから，フィニッシュ後，一度にどっと帰ってきて

テンテゴ舞いだったようですヨ。

今村：私の預けている雄琴マリーナでは大変だったよ

うでした。前日からお客の要望でフネを降ろしたんで

すが，風が少し強かったので心配で一晩中渡てないと

…一

… 鋒…

(8）

三一ヘア土i去’－7
＝ノ、手レノ､一ノO

上羽：桟橋にほとんど符けるフネのないより，桟橋に

符けるところがない方が，活気があって喜ばしいこと

と考えてもらわないと．．…・・

菊仲：うちの会社の。が，朝会うなり「おめでとうご

ざいます」と言ってくれてネ，新聞のニュースはやは

り偉大なものと考じましたし，ヨットの知名度が，先

の全面広告と併せてカナリ上がったようですネ。

今村：私も得意先から電話で「おめでとうございます」
「何の話ですか？」｢いや新聞兇ました」てな具合でし

た。

國分：琵琶湖にとっては総合的にみていろんなことが

総て上手く動いたという，新しい出来事だったでしょ

うネ。それにこんなに沢山の賞品の出たレースもめっ

たにないでしょう。

三井：お陰様で、協賛いただいた各社の御協力で，大
は日本專売公社のCABIN85CUPからノースの七一ル

ナンバーまで、延にして4433点の賞IY!がありました。

このJ[,l､iでも日本のヨット界始まって以来ではないでし

ょうか。

國分：ここにおいでの3人の方も，来年も勿論参加さ

れますでしょうか？

真田：勿論出ます。

菊仲：ファミリーな気持ちで参加したいですネ。

今村：子供ぐるみで出たいです。

三井：来年はさらにスケールを大きくしてやりたいと

思いますので，皆さんよろしくお願い致します。

スポンサー一覧

アサヒビール㈱京都支店／アリカトレーディング㈱／㈱イチ・サ

ン・ゴ・イースト／井筒ヨットクラブ／㈱ウエダエ務店／太田酒

造／オフショアセールメーカーズグループ／㈱舵社／㈱カティサ

ーク・スコッチウィスキー／かぶりちよす／近幾小型船教習所／

久保川自動車／黒田形成外科／京阪電気鉄道㈱／小西六写真工業

㈱／志賀ヨットクラブ／志満屋／㈱十字屋／すうぱぁでゅぱぁラ

ーメン／蒼風ヨットクラブ／そばじま／築地＆築地館／デポルテ

㈱／陶花堂／中谷徽章堂／なかよし造船(有)／西河産業㈱／ニッカ

ウヰスキー㈱／日産自動車㈱マリーン部／日清食品㈱／日本専売

公社／㈱日本ノーティック／㈱ニューイースタン／ノースセール

バシフィク／ひいらぎ／琵琶湖汽船㈱／琵琶湖ホテル／富士写真

フィルム㈱／本多石油㈱／まいる一む／マエダ建築事務所／マリ

ンオフィスフジタ／三笠コカ・コーラボトリング㈱／みずの印刷

名鉄マリーナホテル／柳が崎ヨットクラブ／ヤマハ発動機㈱大阪

支店／ヤンマーディーゼル㈱／ワニハマヨットクラブ／ロマンロ

ランスポーツ／石原裕次郎／高橋唯美／揖野酵-/EMMANUEL

LEm/銀河Ⅵ/SUEKO/TINKLETICK/CILDOFFORTUNE

FRoGV/PowRIvERn/矢寿/YOUV

びわ湖大橋をﾅﾃに微風でのスタート

写真提供：読売新聞大阪本社

夕込

夕国
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第1回琵琶湖クルーザーフエステイバル成績表(1)1981/5/17犬候:雨風向:NE風速:2～3

’’
々
／
ラ
グ
ブ
〈

”
／
一
『
／
づ
く

エント

リーNC

エント

リーNC

備考艇名』
上

Ｌ
Ⅷ
ｕｌ

●
●
１
Ｊ
Ｌ

Ｉ考備艇名順位

REINEDELACⅡ符順100賞

VIOLETTE

矢 走

楽浪

OLDWATCH

SALONDEEVE

ANDALUCIA

ロンサムレディーファミリー賞

1.32.41クラス優勝

1.35.43クラス2位

2.00‘27クラス3位

グラス4位

(Ⅱ） 詔
一
弘
正
調
一
調
一
訂
兜
一
昨
一
〃

韮
一
叩
一
師
一
羽
｜
私
－
７
｜
“
’
９

SUEKO

CEN T E N A R I O

CHILDOFFORTUNE

YOUV

E AGLE

KUMBHIRA

EXMAXCELLElll

VICTORYlll

ナ ざキる 。 、’－

安 浅丸

I 獅
一
伽
一
皿
一
ｍ
一
恥
一
鉦
一
卯
一
祁
一
布
－
５

１
２
’
３(10)

４
’
５

６
ｌ
７
８
ｌ
９
ｌ
ｍ ll産(3)1.37.40クラス優勝

〃 (1)1.39.07クラス2位

ストロベリーⅡ1.54.01クラス3位

アルダスⅡクラス4位.ファミリー賞

DIE-HEXEN蒜順10賞

矢 寿

AKVAVAT

SUPERSTARファミリー賞

H1大ﾕ
不~『エ

ll産(4)着順17賞

ハング､リーショース

ウィンドミルズ着順20賞

ll産(2)

風′|、僧

スヌービーⅡ

MARISOLEW

は ま な す 着 順 4 0 賞

TRACERロマンロラン賞

へ 1 4 6 2

2450

347

4115

598

6795

7237

833

9230

10452

1115

1267

1 3 4 5 1

14934

15108

16014

17919

1873

1914

20-39

|211

22852

2324

2497

25315

2618

27458

28879

2930

3081

31．16

32231

3312

3402

|lll

1.35.58クラス優勝

1.37.42＃耐繩

1.49.55クラス3位

クラス4位,済順19桃

(76）793TINKLETICK

O22めるへん

077FLEUEBLEURZ

683RIVAGE

84飛龍

49PELL ME LL

64統風小僻

68F R O G V

489風兇‘鴎

1 3アルファ－

6DREAM

82みさ

66 ナ ン ハ

86PO w R I V E R U

232ハビネス

333JUNO

77ナイト フ ォ ー ク

72むつごろう

50遵風

17FIRSTLADYlll

4 4流1I1_

983HAYATElll

109FuRAIBom

653JUNGFRAU

8ァリス

893キャンデイキャンデイ

256キャロルⅢ

89通船帆

55ひょつとこ（2）

22舵理

301HOI&HOYU

35S U G I I

Ⅱ １
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
哩
画
皿
喝
恥
Ⅳ
肥
凹
一
加
創
理
泌
型
踊
妬
師
羽
羽
訓
馴
弛

(40)

iﾔ順30賞

TRACER

MIYAKOU
一

ファミリー賞

､<XI･ﾕﾆﾎー ﾉ､宵.糊1150‘間

PECKERI

湖 族 の 末 箭

SALIELI

ビーターバンⅢ

ステラ

ハ－（スV

ン－ガル

BLUEJACK

ﾚグルス

SNOOPY

かねいⅡ

シルフイー

つくつく法師

BELMAMI

比良八荒

レディス賞

i''fIIE60賞

ンユニア賞

ファミリー賞

着順70賞

ファミリー賞

ファミリー賞

着順80賞

ファミリー賞

ファミリー賞

(9）
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成績表(2)

ク
ラ
ス

エント

リーNo．

ク
ラ
ス

一 ､ 1

一 ／ r

リーNC

順位 艇 名 備考 順位 艇名 備考

Ⅲ 酒 処

MINI

異魔人

AKATOMBOU

北 山Ⅱ

ラ・ヒ ッドバン

翔 天

Ｐ
、
穴
ｂ
句
Ｊ
ｎ
５
Ｑ
Ｊ
ｎ
Ｕ
訂
１
９
］
ｎ
ｊ
４
４
Ｐ
Ｄ
戸
ｂ
向
ｊ
Ｒ
ｕ
Ｑ
Ｊ
〈
Ｕ
屯
１
９
与
冗
Ｊ
４
４
Ｐ
Ｄ
戸
０
句
Ｉ
ｎ
Ｕ
Ｑ
〉
（
Ｕ
勺
１
ワ
白
勾
Ｊ
４
４
Ｆ
０
〈
℃
７
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
ハ
Ｕ
令
１

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
’
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
’

皿
一
沁
一
Ⅷ
’
４
｜
皿
一
雌
一
Ｗ
｜
証
一
皿
一
妬
一
“
｜
弘
一
”
｜
”
｜
皿
一
犯
一
郵
一
亜
一
郷
一
妬
一
ｍ
一
部
一
睡
一
詔
一
加
一
蛾
一
唖
一
狸
一
犯
一
郷
一
兆
一
妬
一
“
｜
卵
一
顕
－
３
｜
哩

㈹ INCHALLAH

か すみ

OLIVE

赤マンマ

エスペランサ

NONNON

ウイリーウイリ一

ZEROFIGHTER

や土1ナー
1 ふ い／､一

STRAYSHEEP

ユートピァン

スーパードルフィン

ウェザーリポート

モ ラ モ ラ

パ－パスⅢ

KENT&MAKI

エンドレスⅡ

バリアント

ポパイ

HERO

アルカデイア

V.S．O.PV

VENUSI

LINNE

YOSHIKOI

CHI-CHI

みゆきⅡ

松田

SEVENOCEAN

ささはら

アルカデァⅡ

インダスⅡ

ナイトトレーサー

浮 雲

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
’
９
｜
的
一
Ⅱ
｜
岨
一
昭
一
Ｍ
｜
賜
一
陥
一
Ⅳ
｜
肥
一
四
一
恥
一
皿
一
塊
一
路
一
型
一
路
一
妬
一
”
｜
躯
一
羽
一
測
一
剖
一
躯
一
羽
一
弘

2.10.45クラス優勝

2.16.30クラス2位

2.18.39クラス3位

クラス4位

妬
一
皿
一
ｍ
｜
睡
一
師
一
ｍ
｜
”
｜
泗
一
“
｜
即
一
郵
一
皿
一
佃
一
弘
一
恥
一
別
一
“
｜
皿
一
犯
一
顕
一
団
一
沌
一
“
｜
肥
一
部
一
山
一
皿
一
弘
一
即
一
鯛
一
閑
一
諏
一
詔
一
地

(40)

WEASEL

ちんばかおⅢ

SOUTHERNCROSSV

P ASCHOLL

ﾝ一 ブ ル - ｽ

マユミ

DEARI

桃 太郎

C-MAX

パトリシアⅢ

DABC H I C K

あめんぽう

NEROⅢ着順120賞

南 十字星

アルカデァⅢ

アルテミスⅡ

OCTAVIAⅡシルバー賞

MIN E R v E m

パラダイサー着順130賞

なでしこ

クイーンテル

・白

／局

フエアリー着順140賞

SHI N R I K I

ブルーﾉァ

ブルーフェクス

ンヤトル

ステラーマリス

TAM-TAMⅡヲﾃ鮒嘗質茸磯50賞
赤い烏

へ

着順81賞

ファミリー賞

着順90賞

着順10賞

再堅

恥
一
皿
一
恥
一
昨
一
昨
一
昨

唖
一
ｍ
’
四
一
認
一
”
｜
”

ベ ロ － ナ

NEREID

大福丸ファミリー賞

DRAGONDEMARC

BLUESUNSHINE

み やび

DNS

DNS

DNF

DNF

DNF

邪
一
”
一
，
’
２
｜
恥

ドナ

梅村

pIcoNU

やまとな で し こ

光

(10)
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ツト部OB2橘と現役ヨット部々員4年3名,3年1

名のI汁6名での参力llでした。今年こそは小笠原レース

に,'l1場すべく(!滑般の事怖によし)結ji!惨力llできなかっ

た）昨年度から，かなりの練習を積んでいたせいもあ

り，メンバーの方はベストのコンディション，また，

艇体の方は,N()1ジェノアが多少くたびれているとい

うことと，リード角が合っていないという問題があり

ましたが，ブロックを1つ多くしてどうにか補正し，

各種術〃!の積み込みや整備の面でも〃全を期し，満足

のゆく状態でのレース参加でした。

気象状況は，｜｣本師北部の低気圧から延びる寒冷前

線が,20kt程度の速度で東進中であり,5月3LI夕刻

にはレース海醐付近を通過することが予想され，前線

接近に伴い，20叱以kの強風が予期される状況でした。

しかし実際には，風向のふれ，降雨弊，非常に不安定

な気象ではあるものの，風速はmaxl5咄～18恥程度で

むしろ平穏であったと思います。

スタートから大島'11l航までは，ほぼS～SSW7n)S~

12nﾚSであり，前線の接近に伴い．Wにシフトすること

を期i､¥して，フリートの雌も胸に出るコースをとるべ

く，スタート後ただちにタックし，ほぼ240.で西航し，

風力の変化に応じて,Nolシゞエノア→NO2ジェノアl

ホイントリーフ→2ホイントリーフと頻繁に七一ルエ

リアを変え，終姑6kt前後を保持しましたが，新鋭艇

とのスピード兼は,I俄然としたものがありました。こ

のレグでの失敗は，風早來端を束流する潮流により，

○FFSHORE昭和56年81115日第76号

大島・神子元島

レースに参加して
<アカデミーV>

山田博文

我が防衛大学校ヨット部が，本校の所ｲiするアカデ

ミー艇にて,NORCi催の数々のレースに参加を始

めたのは，1号艇のくアカデミーI>が購入されH1,し

た,ちょうど5年ばど前からです｡それ以前の活動は,

小網代，シーボニア，横浜の各フリート，オーナーの

御好意で指導をいただいての乗艇およびレース参りllで

した。

現在，自艇でレース参加が果たせるまでにI戊長した

のは，数多くの海のベテランの方々の御指導のおかげ

だと，心から感謝しています。

本校には数多くの連動系クラブがあり，全'､iを生がl''l

らかのクラブに参加しています。このクラブ椚動（校

友会活動）は，将来「幹部向衛官を萱h戈する」という

本校のll的達I]Xのtでの，気力，体力を終うひとつの

場として位置づけられています。我がヨット部におけ

る活動も上記の意袋と，また，一般的スポーツ椚勤と

いう両1mを兼ね備えたものです。学生は，ビッシリ組

まれたⅡ課の中の限られた練稗時間に，レベルアップ

をはかるべく努力しており，その練習'戊果を試す場と

してNORCのレースに参加させていただいています。

〈アカデミーI>から,今年度購入のくアカデミーⅥ〉

までの防衛大艇は，本来訓練艇として導入されており

ますので，決して先鋭的なレーサーとは言えませんし，

絶対的スピードホテンシャルも，雌先端をゆくレーサ

ーと比べ様もありませんが，それだからといって，レ

ース出場を無意味だとは決して考えていません。競う

のは他艇であると同時に，ド1然およびrl分自身がﾎll手

であり，いかなる状況においても艇を安全にコントロ

ールして，無事に帰着することが大切なことだと思っ

ています。そしてそれが，本来外洋レースに対する評

価であり，我々が重んずる名誉だと考えています。部

の指導においても「ヨットを通じてシーマンシップと

いうものを身につけ，荒天ドなとで，艇長のもと,I'1

らの命は自らが守るんだという気概をもち，これから

指揮官となる者が海で得られるさまざまな体験を通じ，

今後の勤務の参考に資す」ということを，第1に行な
っています。

ところで今l1'1の大島・神子元島レースは，防衛大ヨ

へ

頚｡灘；鱗：.盆
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がらのクロースホールドでした。この風でのクロース

ホールドでは，視界内の6隻程のレース艇と全く走り

では負けてはいませんでした。このレグでのllk大の失

敗は，風早崎北方を東進する潮を利用するために風IIL

に接近すべきであったところを,NEの風がすっかり

安定していることから，フィニッシュまで吹きつづけ

ると判断し，当初の予定コースをとらなかったことで、

す｡10時過ぎにはわずか20分位の間に10Wもの風が，カ

ームにまで激減してしまい，以後，午後4時40分ごろ

安定したSが吹きはじめるまでカームに’|閃まされまし

た。カームの間に，後続艇の5隻に次々と抜かれ，結

果としては，雌後のフィニッシュとなってしまいまし

た。今i''l成績こそよくありませんでしたが，クルーと

艇の能力がかなりのレベルで発揮でき，悔いのないレ

ースでした。

これからも我が防衛大チームは，いかなる状況ドで

も安全・確実に完走することを雌低条件として，すこ

しでも速く走ることができるよう，さらに艇の潜在的

ポテンシャルを引き出し，メンバーの能力向kに努力

してゆきたいと思います。

今後ともいろいろな面で,NORC会典の皆様のあ

たたかい御折導をよろしくお噸いします。

予想以上に東にもっていかれたことで，風41接近時,1,i,i

で安定した風向が不安定気味になっていたことから，

シフトタックし雌短趾離をとるべきだったということ

です。

竜王崎から神-f元島ll1l航までは，潮流を考慮して，

250｡としましたが，この程度では全く不足であり，爪

木と稲取の中間近くまで北方にもっていかれてしまい

ました。これは潮だけではなく，南方向の風が長時間

吹いたために，表層流が予想以上に強かったことに

よるものと思われます。クロースドリーチで，しばし

ll.12kt以上のメーター指示となる豪快なセーリング(No

lジェノア＋フルメイン）となりました。おそらく2

本目と思われる前線の通過により，突如NEの風が吹

き，これにより一気に神子元島をクリアしましたが，

相当に波が悪く，本レースでは初めてコンパニオンウ

ェイをロックしました。なお，夕刻から全員がハーネ

スおよびライフジャケットを着用しました。

神子元島からフイニッシュまでは15n)も～18恥の風で

風向が変わったことも相まって，神子元島ﾙﾂ辺は相当

のRough･seaで,No2+1ポイントリーフ→No2+2

ポイントリーフ→NO3+2ポイントリーフ→No3+1

ポイントリーフとめまぐるしく七一ルエリアを変えな

へ
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ヨット界の重鎮，小沢吉太郎氏が先ごろ舵社から，

「キッペイとヨット』という，楽しいヨット入門書を
出版し，これを記念する祝賀会が行なわれた。

氏は長年にわたって,H本ヨット協会副会長を勤め

て，文字通り，日本のヨット界発展に尽し，多くのヨ

ットマンを育ててきた。その著書も，ヨットの入門書
解説耆なと：多数あるが，さらに新しい一冊が加わった
ことになる。

6月24Hの夕刻，帝国ホテルで行なわれたパーティ

ーには，多数のヨット界関係者，中央大学ヨット部O

Bなど約170名の参加があり，なごやかなうちにも盛

大な祝賀会となった。

なお，この会の発起人は，古屋徳兵衛，石原慎太郎，

山本房雄，大儀兒董，竹~ド政彦，小沢信二郎，土肥勝

由，清水栄太郎の各氏で,<HANGOVER>のオーナ

ーで，銀座SENDANの経営者である植木勝水さんが

幹事として直接の世話役を果たした。

へ

受ける小濯吉太郎夫麥

170名の海の男達がかけつけた

(12)
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ブームパンチ事故報告

伊 藤猛

I

艇名フロスハーⅢ（ニューヤマハ30)

オーナー榊正寛

艇長伊藤砧

クルー斉藤茂樹吉川ﾉﾉ洋安HIH)l弘蛭H1栄

藤井正範

事故発生日時ll/{*II56年411201108II､f25分

事故発生場所神津島南5マイル

風力両南西15～20"ｿ<@',

波 商 4m～5m

負傷 荷藤井正純

41118日の午後から小笠原レース|川|航の最後の積み

込みをし，同夜壮行会が行なわれ，浦安セイリングク

クラブ会長の石井氏他僚友の励ましを受けた。

4111911(1I)'l'.*llから最終の準備をし．7時過ぎⅡll航，

オーナーはアルヘーシに乗って50MHzで交信しなが

ら併進した。我々は昨日来の準備と壮行会とで一寸疲

れ気l味だった｡木更津沖で兇送り艇はバウを浦安へ向

け，我々はメインのみの機帆走で，フリーの風を受け，

スタミナを温存した。金谷沖で無線もファイナルを終

え，｜人1房に添って南下し，ボートに洲崎を見てアビー

ムに変わる風でゼノアを’2げてセイリングに移った。

夕方大島が兇え出すころ,風が南に変わり，ジブを下ろ

し機帆走にした。サブスキッバーの斉藤氏と顔を兇合

わせ，波浮人港に迷ったが，その時の判断で結局雌後

まで悔み，ブームハンチ負傷事故を起こし，小笠原11i1

航の失敗のもととなった。負傷した藤井氏は三宅島ま

での約束で,帰りの飛行機のキップ。も取ってあった。我

我は三宅島へ向かった。波浮の灯を船1Eに見送り，風

が完全に南に変わった20時ごろ，我々はメインを一杯

に引き込み機帆走で6ノットをキープした。1時間前

ウオッチ，1時間へルム，1時間後ウオッチの6人ロ

ーテーションで組み，22時，私のヘルムに変わり，斉

藤氏がキャビンから出るのを待って，ブローが12恥～

15恥を示すようになったために一気にメインを2ポイ

ントにリーフした。

日が変わり，20日0時過ぎに安田氏のヘルムの時，

メインセールのピークが飛び，メインハリヤードがマ

ストに｜言ってしまいトッピングで代用，私がそれを知

(13)

負傷時の艇内配置

安田藤井

斉藤

ったのは藤井氏がキャビンに入ってきて，トラブル続

出だから御願いしますというので，ハーネスを付け，

コックピットに出てからだった｡liLNj,波共に強まり，

240～250のコースでスロッ|､ルを弱め，夜明けを待つ

ことにした。後で知ったことだが，三宅島の測候所で

は115.5mmの雨htを記録し，風力は32nVsだったというo

4I1､fごろ風雨が一瞬止んだので､，低気圧の中心にいる

ことを知った。夜が明けて我々は神津島を視認し，晴

れ間も兇えてきて神津島から三宅島に向かい,フリーの

風で走り始めた直後にそれは起こった。藤井氏はヘッ

ドで用便をし，ウォッチについて少したった後のワイ

ルドジャイブで左側頭部にブームパンチを受けた。

右舷から左舷に変わるブームでパンチを受けた。再

三安ⅡI氏が注意を促したにもかかわらずの事故だった。

しかし.藤井氏も避けようとしたが,頭を~ドげ切れなか

ったようだ。全員ハーネス，ライフシ．ヤケット着用の

ため，落水しなかったのが幸いだった。

ILIm,擁筆，意識不明のため，直ちにポートのパイ

ロットバースに波かせ，吉田氏がガーゼやタオルで頭

部を押え,"H1氏がバースから落ちないように押え，

私が足を押えながら脈を取った。直ちに安旧氏が2M

Hzの無線で横浜の海上保安部に連絡を取る。我々の艇

は羽田からのlli'j戒機によって確認され，シーマーカー

が落され，30分後にﾍﾘゴブﾀｰが飛来した｡風波が

あるために，ヘリコプターによる吊り上げは出来ず，

我々は坪田入港の旨を連絡した。ヘリコプターは三宅

空港に侍機我々は三宅島の北側のブランケットを目

差し，斉藤氏のヘルムで，2ポイントのメインだけで

も時折'1ノットのプレーニングをして三宅島に急いだ。

サダトの燈台附近の波が静かになったところで，バウ

の給油口から給油して，坪田港へ機帆走で急いだ。’2

時過ぎにクォーターの風波ではあったが，スリリング

な緊急入港も無事終え，待機していた救急車に負傷者

を乗せた。パトカーの先導で坪田の病院へ行き，応急

手当を受け，そのまま空港へ直行した。ヘリコプター

で羽田へ，そして救急車で都立広尾病院へ入院した。

14時30分には手術室に運ばれ，手術を受けることが

出来たと，付き添った安IH氏が事後教えてくれた。我
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我は吹き止まないSWの風で，アンカーラインを真夜

中に切られはしたものの，ポートのアルミのガンネル

の擦傷程度で済み無事だった。坪田港の民宿で2泊し，

21日には風も落ち，午後に御蔵島寄りの沖を南に向か

うヨットを見送りながら，多分小笠原に向かう艇だろ

うなどといい合っていた。

翌22日，御世話になった警察官，消防署，病院，漁

協の方々に御礼を言って，安田氏が13時昔の飛行機で

戻るのを侍って肪いを解いた。三宅島を後にして大島

に向かい，波浮港にアンカーを入れた。偶然例のヨッ

トが2日間波浮止りした民宿に泊り，布良を経て浦安

に帰港した。

－反省と今後事故を起さないための自戒一

メインセールのピークボードの穴が，上過ぎるため

の破損が原因で，メインハリを飛ばしたため，トッピ

ングを使用し，ラフに適切なテンションをかけられな

かった。そのためにブームが下り，したがってブーム

パンチを受けやすくなり，負傷した。ピークボードの

穴は，ロングシャックルを用いてのみ，使用出来る位

置に開けるべきで，それが飛ぶくらいの時は，トライ

スルにセールエリアを落さなければならないと思う。

クルーの疲労度に比例する注意力低下と，精神力の

低下の悪循環を防ぐためには，体力温存が唯一のセイ

フテイセーリングにつながると確信した。特に回航の

時は，クルーの時間的都合を無視しても，安全を最優

先にし，時間的余裕を充分に取り，天候を選ばなけれ

ばならないと痛感した。

負傷した藤井氏に後で，何故あの時愛用の毛糸の帽

子を脱いでいたのか聞いてみたら，灯油の臭いがした

からといっていたが，実際には艇内に油はこぼれてい

なかった。今後更に細かいクルーの動作を観察して，

クルーの体力，精神力に合ったレグを引く判断力を艇

長は養わなければならないと自戒した。

参考のためクルーのヨット歴と年齢を下記に示しま

す。

艇長伊 藤 猛 3 4 歳 ヨット歴14年

副 艇長斉藤茂樹28〃〃8〃

もうこのような担架には乗せたくない.〃

(14)

ボースン吉出方洋36歳ヨット朧10年

バウマン安田明弘25ヶ〃5〃

‘トリマー蛭田栄23〃〃4〃

負傷者藤井正範23〃〃5〃

藤井氏は5月7日で広尾病院を退院することが出来，

5月7日から勤務に戻る予定である。関係諦機間の皆

様の御陰で不幸中の幸いを文字通り体験した不肖な艇

長としては，強力な無線機による連絡で，ヘリコプタ

ーによる早い救助と，設備の完壁な病院で手術を受け

られることが出来，無線機の必要性を痛感した。今後

共さらにセイフティセーリングを最優先し，皆様の御

指導を仰ぎたいと考えます。

最後になりましたが，御世話になった皆様に誌面に

て失礼とは存じますが御礼を申し上げます。

NORC事務局歌田氏,浦安七イリングクラブ会長石

井氏，シーハイル岡田氏，浦安七イリングクラブ鈴木

氏，大関氏，僚艇の各氏羽田航空基地の畑武彦氏，

三宅島坪田港漁協の方々，坪田警察署，消防署，病院，

飛行場の方々に多大な御迷惑をおかけしたことを深く

御詫びします。

●海事法令指導講習会報告●

日本船舶振興会補助事業

四国報告

瀬川洸城

徳島フリートは安全面にも

力を入れています

－武市俊さんを招いて講習会を実施しました－

也海の怖さを忘れてはいけない

海は怖いとどのヨットマンも思っているにﾎII連ない。

あるいはまた，そう聞かされているだろう。だが，海

の本当の怖さを誰もが体験しているかというと，必ず

しもそうではあるまい。

出来得れば，怖さを知らずにヨットを楽しめればそ

れに越したことはない，と考えられるかも知れない。

ところが，ヨットマンの悲しい性とでもいうのか，と

きには荒れた海でなければならなかったりする。それ

でなくともいやおうなしに低気圧に巻き込まれて，死

ぬ苦しみを味わわされたりする。

ダ唾

へ
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海の｜:にいて，冷たいスプレーをいやというほど浴

びせられているときは，何でこんなにまでしてヨット

に乗らなきゃいけないんだと思う。ところが，熱い風

呂で敵にこびりついた塩を洗い流すとき，やはり「海

はいいなあ」と思ってしまうんですよね。そして，そ

の感激は紛れもなく海のり)だけが感じられる充実感，

海の男のロマンという奴なのでしょう。

しかし，そういったロマンに浸れるのも，人幽，艇

体とも無事でいたときだけ。ときにはさほど致命的で

ないトラブルを苦労して克服するのも，充実感のスパ

イスと言えなくもないが，あくまで人身事故が無いと

いう前提でなければならない。もし，人身事故，とり

も直さず人命の喪失という事態に立ち入ったとしたら，

ロマンもへったくれもある筈がない。

日本のヨット界はこのところ連続して人命を失う事

故に遭遇した。家族・関係者の衝撃はわれわれの想像

以上でしょう。何が何でもヨットで人身事故だけは起

こしてはならないのです。悲報を聞くたびに再決意は

する。しかし，その警鐘も決意もHギとともに希薄にな

るのもやむを得まい。そして忘れた頃に事故が起こっ

たりするのではないでしょうか。

そんなふうにならないためには，常に事故の恐怖を

忘れないようにすることと，万一事故に遭遇した場合，

いかに対応するか研究を怠らないこと以外にないので

はないでしょうか｡…．．。

というわけで，本当に海の怖さを知らないヨットマ

ン達にも，あるいは海の怖さを体験している連中にも，

何らかの啓発と刺激を与えるための講習会の案が持ち

ちあがったのです。

j,フリート結成記念事業として企画

これまで，徳島外洋帆走クラブ独自で何度か安全講

習会を開いてきて，海上保安部のお話を伺うようなこ

とも行なってきました。もちろん，それらの講習会も

それなりに有意義で，勉強にはなってきました。

そこで，今Mはいつもと違って，いろいろの経験豊

富なヨットマンに体験談を話してもらおうということ

になったのです。

ちょうどタイミングよく，徳島フリートが正式にN

ORC内海支部･徳島フリートとして認められたばかり。

徳島フリート発足の記念事業としてこの誌習会を開こ

うということになったわけです。

早速私が徳島フ'ノートの窓「Iになって，内海支部の

貴伝名事務局長に相談したところ．内海支部も全面的

に協力してくれることになり,NORC本部から武市

俊さんを講師に派遣して下さることに決まった。

武市さんはヨットデザイナーとして著名であるばか

りでなく，日本を代表するヨットマンとして，ヨット

関係者で知らぬ人はいないでしょう。

沖縄海洋博のときの太平洋横断シングルハンドレー

スをはじめ，数多くのレース，あるいはテレビでも放

(15)

映された，シナーラのII11航など豊富な経験をもつ，我

我の希望する1淵習会のI稚帥として最もふさわしい方。

NORCで安全委員長を務めておられるし，しかも生ま

れた土地が徳島という奇しき縁も判明したりしまして

大いに艦りあがったのです。

講料会はNORCと徳島外洋帆走クラブの共催で，徳

島フリート発足記念事業として，5月16日Iこ徳島市の

青少年センターホールで行ないました。

TOSC(徳島外洋帆走グラブ)の会典を中心に約150

名が集まり，武市さんの迫力ある体験談を拝聴しまし

た。1弥習会のあと会端を移し，武市さんを囲むレセブ

ンョンも行ない，塩気のきいた話で遅くまで交歓しま

した。

翌17Hは実際にヨットを使って落水者救助の訓練を

行ない，改めて倣助のむずかしさを再認識させられま

した。やはり荒れた海ではライフジャケット，セーフ

ティーハーネスを着用し，絶対に落水事故を起こさな

いようにしなければ､ならないというのが結論だと思い

ます。

j徳島フリートは阿波踊りウイークをめざします

ところで,NORC徳島フリートは，徳島港ケンチョ

ビアに係留するヨット45艇のうち，登録艇7艇，会友

艇2艇，会員約30名という状況です。登録艇には，沖

縄レース，小笠原レースの2大レースに参加したくビ

ッグバル>（ビーターソン42),舵で紹介されたくインデ

ィゴ>(フレーズ1トン),昨年のレベルレースで全日本

ハーフトン2位の<HIRO>(デュボア）なと．がありま

す。また，太平洋シングルハンドレースに出場した岡

本ドクターの<RAY>も徳島フリートのメンバーで

す。今年の目標は関西で最も伝統ある紀伊水道レース

で優勝することです。

徳島といえば阿波踊りレースですが，今年も8月14

日に行なわれます。その阿波踊りレースの前日に徳島

フリート結成記念レースとして，オリンピックコース

による本格的なレースを行なうことになっています。

このレースが成功すれば,NORC徳島フリートの主催

レースとして，今後も続けていく計画です。そして，

カウズウイーク，キールウイークと同じように阿波踊り

ウィークまで発展させることができたら，というのが

我々の夢です。

徳島という海に恵まれた所で，徳島フリートが誕生

したのを機に，徳島外洋帆走クラブと一体となって，

よりアクティブで楽しいヨッティングをめざして活動

していきたいと考えています。

なお，武市さんは術習会で，海の怖さを強調され，

「自分の命は自分で守る以外にない」とつき嬬のように

話されました。

⑩自分の命は自分で守れ－武市さんはこう語った

私は徳島で生まれ，4歳まで徳島で育ちました。し
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たがって40年ぶりかの里帰りということになります。

今日はヨットの安全講習会ということでお話しした

いと思いますが，私は海が嫌いです。何年もヨットに

乗っていますが，ますます海が怖くなってきます。陸

にいて海を眺めるのはいいものです。それがどんなに

荒れた海でも，眺めている分には怖いと；ころか，飽き

ることがありません。ところがひとたびヨットで海

へ出るとき，海は恐怖の場となります。でき得るなら

海へ出たくないのですが，ヨットを海以外で走らせる

訳にはいかないのです。嫌いな海へ出ていくよりit方

がないのです。

最近ファストネットレースでの大事故をはじめ，我

が国でも何件かのヨットで死亡事故が起こりました。

これらの事故報告については，雑誌等で読まれたと思

いますが，気がつくことはヨットが完全に沈没してし

まう例は意外に少ないことです。昔のヨット乗りは，

ヨットというものは何万トンもの本船に匹敵するだけ

の安全性を持っているんだという信頼感を持ってヨッ

トに乗っていました。しかし実際にはヨットは割合簡

単に転覆します。特に最近のヨットのように軽排水趾

で，幅の広い艇は転覆しやすいのです。

私自身も数度のロールオーバーを経験しております

が，大きな波に会えば本当に簡単に横倒しになります。

もちろんすぐに起き上がり，最初にいったように完全

に沈没してしまうことはありません。

そこでやはりこわいのは，人間が落水することです。

落水を防ぐにはやはり安全ベルトを確実に肴用する以

外にありません。安全ベルトにもいろいろな種類のも

のがありますが，現在一般に使われている「セーフテ

ィーフック」で止めるものは簡単に外れてしまうこと

があるので注意して下さい。できれば自分にあったも

のを個人で用意するようにしたいものです。

私は第31ulの沖縄レースの時，潮岬沖約50マイルの

ところでロールオーバーし，舵を持っていた仲間が落

水してしまったという苦い経験があります。その'畔は

ハーネスを着用していたのですが，そのハーネスはロ

ープをクリートに止めるか，どこかへ結びつけるとい

う方式のものでした。クリートに止めたのがばと、けた

のか，あるいはもとから結んでいなかったのかは判っ

ていません。もちろん夜だったのですが，落水のあと

オールハンズをかけて転進し落水者を発兇しました。

しかしそのときエンジンがかからなかったのです。も

しエンジンが動いていたらその場所から大きく外れる

ことなく救助できたのではなかったかと思っています。

落水してしまった人間を救助することは，荒れた海

ではほぼ不可能と考えなければなりません。ですから

落水しないようにすることです｡「自分の命は自分で守

る」以外にないことをよく認識して安全な七一リング

を心がけて~ドさい。

＊

(16)

仙台報告

出城外洋帆走協会福島甫

横山晃氏を迎え，海事法令指導講習会を開催

"111晃氏による講演会

去る6月6日および7IIの両ll,NORCの安全委員

長である横山晃氏を満帥に御迎えし，上記淋習会が行

なわれた。lllllは横山氏により，「帆走行動を拡大す

るための技術」と題する荊演が，1830より仙台都市セ

ンターにて行なわれた。横山氏は堀江氏を始めとする，

いわゆる「冒険者ヨット」が大方の予想に反してばと

んと事故を!起こさない事実を取り上げ，安全対策の本

『'『は,i,1険を避けることにあるのではなく，と・んな状

況下でも自分自身で冷静に判断が下せる，強い精神力

を靖うことにある，と説かれ，そのような精神力は，

体験によってのみ得られることを強調された。

次に質疑応答に入った。質問は船検・免許制度から，

軽排水壁艇と安全'|'1;,FRP艇体の整備の問題，さら

には日本民族と海洋の歴史的関わり合いなど,極めて多

岐にわたったが，これらの質問に誠実に容えておられ

た横山誰帥の姿が印象的であった。なお，散会後，有

志にて横山氏を|井lむ会を持ったが．深更までヨット談

義に花が咲いていたようである。

2日目は，会場を塩釜近くの七ケ浜町花渕に移し，

座学および公開実験を実施した｡午前の座学では,最初

にMORC安全委員より，レーダー】ノフレクターおよ

び自己点火灯について，以前に行なった実験結果を簡

単に報告した｡次いで.同じく安全委員より，「落水事故

を防ぐために」と題して，落水倣助の手順、関連安全

備品の選び方，使用法，管理の11:方なと÷について発表

させて頂いた。これについては要所要所で横山識帥の

適切な御助言を頂き，参会者一|両1，大変参考になった。

午後は，小浜港内にて安全備占/,および落水倣助に関

する公開実験を行なった｡実施項目は下記の通りである。

1）火せんおよび信号紅炎……火せんの威力‘すなわ

型唾

へ
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かつた。

でライフジャケット，オ

が水に藩ち，落水肯を艇

た。当日はほとんど風が

1－4主I－I未I靴吐かかハナーナ〕§

昭和56年8i11511第76号

なりの違いがあることが分かった。

5）落水者倣肋訓|線･…･港内でライフジャケッ|､，オ

イルスキンイI'f用の安全委員が水に藩ち，落水肯を艇

’2に'1』|収することを行なった。当日はばとんと’風が

なく，落水祥を救助するのに特に困難はなかったが，

落水者をリ|き上げる際に落水者が非常に重く感じら

れ，引きkげるのにクルー3名を要した。この点で

は．適当なハシゴ等が必要なように思われる。

次に，シ'ブセールを網がわりにして落水者をすく

い上げる災‘験を行なった。海象が穏やかであったせ

いか，初めての試みであるのにもかかわらず，比較

的スムーズに落水者をl''l収することができた。しか

し荒天ドにおいて，落水者をすくい上げるようにセ

ールを展ⅡMすることは大変難しいものと思われ，こ

の方法の有効性については疑問のあるところであるc

以上，簡単に実験内祥を記したが，いくつか興味深

い知兇が得られたので，今後機会をとらえて報｛'了した

いと考えている。

最後に，御忙しい中を来仙して下さった横山講師，

ライフラフトの提供，解I猟をして頂いた塩釜三亥商店，

寒い中を1i1度も水に入ったF君，および御後援頂いた

関係各位に謝意を表したい。

ち発射時の勢いには参会肯一同いささか驚かされたc

安全弁を外した火せんがなかなか発射しない一幕も

あり，使川法を熟知せずに安易に仙川するのは，返

って別の危険を招くように,ILI,われた。

2）ライフラフト投~ト･…“艇上より投卜した。股州か

るまでの速さは思っていたよりも速く，5秒後には

人間が乗れる繩度にふくらむ感じである。ただし，

実験に用いたラフトは，犬幕の支柱が組立式であり．

支柱を設置するのに数分を要した。この点では支柱

も空気室である（すなわち支柱もI'|動膨張する）形

式の方かよいであろう。

3）ライフジャケットの杵心地の比較（陸止および海

中にてテスト）……･ll施した4種獺のライフジャケ

ットを参会行に行用してもらい,1#fll1のし妨さ，街

心地などを比較した。次に，安全委曲1名が水に入

り，各ライフジヘ,ケットを||慣に椅川し，水中でのイヤ

心地，泳ぎやすさを比べた。これらのテストの結果，

製AI]1によってｲ#f心地浮力，泳ぎやすさにかなり違

いのあること，また，事前に各r1の体に合わせて稠

終が必要である場合があることがlﾘlらかになった。

4）ライフハーネスの比較･･････陸|鳶にて参会者ｲ1．志に

5柿類のハーネスをつけてもらい，行心地や御llに

甥する時間などを比較した。型によって者易さにか

へ

I

霊
．
‐

”
擬
藍
蝉
癖
癖
鐸
騨
》
衝
》
‐

へ

落水者を艇上に回収

ライフハーネスをつけたまま落水

ジブセールによる落水者回収

"ヨーイ．ドン！”でライフジャケットを着る

上
上
下
下

左
右
左
右

(17)
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NORC協会ニュース

航行警報の実施方法について

海上保安庁（本庁）が船舶交通の安全のために必要

な事項中，緊急に通報を必要とするものについて、海

上保安庁本庁通信所から無線電信により送信する航行

警報は．下記のとおり実施されております。

種別 使用語 事通 報 唄

日本の沿岸及び主要港湾に係る事項

NAVAREAm区域及び付近の航洋船通航水域に係る事項中，日本船舶に対

し特に必要と認める事項

１
１

ノ
イ
ロ

ｉ

日本航行警報 日本語

へ

英語 日本の沿岸及び主要港湾に係る事項

NAVAREAm

航行警報
英語 NAVAREAⅡ区域の航洋船通航水域に係る事項

呼
符

山
山
口
方

電波の

型式

周波数

(kHz)

出力

(kW)
種別 無 線局 放送開始1l,f刻 放送の‘誰細

(イ）全周波数同時発射

(ロ）日本語による警報は情報

入手後連続した21''1の放

送時間に放送する

(ハ）英語による警報は毎日1

l''lの放送時間に放送する

0820(日本語）

1120(英語）

2020(日本語）

日本航行警報

５

６
２
２
２
８

７
９
４
５
９

２
４
９
０
３

中
９
９
９
Ｑ

４
８
２
７
２

１
１
２

東京

（海上保

安庁本庁

通信所）

(イ）全If1波数同時発射

(ロ）警報は情報人手後連続し

た31ulの本放送時間に放

送する。以後311｣1月の放

送のllを1として,2,5,

8,11,14,17,20,2311目の

再放送時間1305に放送す

る

(ハ)H雌日の0905に過去6週

間に放送された有効警報

番号を放送する

JNAIAl 5
。唾

５
５
５

０
０
０

９
７
１

０
１
２ ’本放送

NAVAREA

航行警報
1305再放送

備考（｜）

(il)

上記各航行警報のうち長期間有効なものは水路通報に掲載される。

上記NAVAREAXI航行警報のうち有効なものを掲載した@,WEEKLYSUMMARY

OFNAVAREAXIWARNINGS''が発行される。この印刷物は全国の海上保安部署に

送付してあるので必要な向きは閲覧されたい。

※なお，このほか各管区内の「ローカル」な水路情報として，各管区から放送されております。
のうち緊急を要する事項は，保安告知（安全通信）

(18)
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NAVAREA区域図

’〆

《！蕊診ﾙ式ﾒーヘ ドベ
ハ今1

k ノ

II

XⅥ
へ

お知らせ 事務局

専門委員長会議が開催さる
1I本水路協会からの報によりますと，次の参考lxl";

改版されました。

ヨット・モーターボート用参考図改版
事務局

番 H-111１
フ

ー
ー
ノ

本j,|､|Ifi岸

東求～御前'崎

へ

|､xI書名
（社)||本外洋帆走協会では，昭和57年度予算編成作

業が開始されるに当たり，作業の手順ならびに編成方

針等の検討を行なうため，各專門委員長および各支部
等より広く有志の方々のご参集をお願いして，下記の

とおりの会議が持たれ，記載のとおりの結論が得られ

ました。

三宅島・御蔵島を含む

昭和53年911に刊行したものの内容を

餓新に維持するとともに表現方法を兇

やすくし，また,新資料を加えてある。

多色刷で，裏面に参考Ixl･参考記事等

を記載してある。両面防水力II工。

昭l156-4

事Ｕ
二
・
・
・
口
Ｊ

記

1．［I時昭和56年5月2711

18:30より21:00まで

2．場所日本船舶振興会第三会議室
3．出席者石原会長，大儀見副会長清水専務理

事嶋田・小林常務理事，石井（平松
代）・岩田・篠原・周東・竹村（山崎
代）・渡辺各専門委員長，都築・東海，
岩田（行）・広島各支部長，戸田会員

刊行年月

定価（円） 1.000

書誌900参照 索引28

備考：上記の図書は航海のための参考資料であり，航

海時には必ず海上保安庁刊行の海図・水路誌を

使用すること。

(19)
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4．議決事項

（1）昭和57年度予算作業は，別記(1)のとおり，鳥羽

パール・レース時を一応の目途として，7月23日

鳥羽において理事会を開催し，予算，特に日本船

舶振興会による補助事業の方向付け（補助金額等

の決定）をすることとなる。

（2）補助金による事業の内，レース，レーテイング

開発に関する事業は、NORCの行なう公益事業

に，大きく寄与しておるが，その他の事業は煩雑

な事務手続きを考慮して，レースに関しては積極

的に対応することとするが，その他の事業は公益

法人としての立場より従来どおり可能な限り努力

して行くこととする。

（3）今年度アドミラルズ・カップ・レースへの英国ヒ

ース氏より笹川良一氏を通じての招待に関連して

行なわれた石原会長，笹川振興会会長の会談内容

をふまえ，今後はアドミラルズ・カップ．レースは

勿論，サザンクロス・レース，パンナム・レース

等をも考慮しながら,毎年海外ﾚｰｽ1ﾚｰｽを

補助事業の対象として申請することとし，別会計

別記(1)

昭和57年度予算編成作業スケジュール表

lll作業内容|H"|'f
ID

51201総務・財務｜経理処理要領の打合わせ
lI

II小委員会I（昭1156年度）
I'

I1
11

51271専門委員長III/{和56年度予算の執行および
I｜△~

"|ll"1157年度r算の編成ならび61 云

ll
IU Iに補助覗業の検討，予算作業
ll

1必要書類配布，各委典会予算
II
lI l作業開始．
11

11

61201予算取り纒|1.各委員長よりの提出資料の
lI

Ilめ作業開始’取り縄め作業開始
1，1

l2.振興会補助事業の取り縄め
I

｜作業開始

7111総務・財務i57年度取り縄め予算の検討
11

‘｜委曲 会議 I

7ilOl専門委員長!Iil」
I△

談’1エペ

71231理事会｜振興会補助事業決定
I（鳥羽）’57年度予算決定

(20）

として取り扱うこととする。

(4)今回実施された~ド田における黒船カップ・レー

ス，および琵琶湖クルーザー・フェステイハルは

時宜を得た事業であり，今後は積極的に地方にお

ける，この種事業の実施を促進することとする。

(5)補助事業を考慮しないとした場合，財政面_kは

約’千万I'lの資金不足となっており，基本的には

自立財政を考えるべきで，今後は会員総員の努力

により寄附等についても努力することとする。

(6)当協会の外洋帆走艇に対する通信設備の設置促

進を奨励する立場から陸上設備を充実していく必

要があり．今後は年次計画を定め，振興会の補助

事業として補助金を申請していくこととする。

(7)定款誌一条の協会英文名を(NippnOceanRa-

cingClub-NORC)から(NippnOceanRacing

Association-NORA)に改めることとして，次l''l

理事会に‘;'一ることとする。

(8)昭和57年度予算作業方針は特に異論なく，別記

(2)のとおり認められた。

別記(2)

昭和57年度予算編成方針

昭和57年度予算の編成に当っては，昭f1I56年度にお

いて，会費，柵手数料の値上げが行なわれた点，およ

び各委員会要求予算についても，極力冗費の削減を計・

った点を考慮して，昭l156年度予算を基礎として,1く

記方針により予算の作成を行うものとする。

記

1.料金の値上げ等により，明らかに増額を必要とす

るものについては増額する。

2．従来の経緯より，あるいは止むを得ず新規要求を

必要とすることが認められたものは計上す~る。

3．昭和56年度予算が，不合理であることが明確なも

のは，これを修正する。

4．諸手数料の内，一部不適当なものの増額修正を行

なう。

5．船舶振興会からの補助金は，従来の方針を踏襲す

るが，今年は特にレースに重点を置くとともに，海

外レースへの参加についても補助を仰ぐものとする。

＊

グー

‐畠
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物 品名価格送料

本州北西岸（小串港一小泊港)2,000350

北東岸（陸奥湾一東京湾)2,000350

九･'’|沿岸その1（関門港一島原港一五島列島）

2,000350

その2〔西岸,東岸,南西諸島(与論島以北)〕

2,000350

北海道沿岸その1（北海道南岸一東岸）

2,000350

その2（北海道北岸一西岸）

2,000350

ヨット・モーターボート用参考図1,000200

東京湾一御前崎1,000200

御前崎一潮岬1,000200

城ケ島一佐島1,000200

長者ケ崎一江ノ島1,000200

その他（ヨット・モーターボート用）

棚模灘ラジオビーコン図400200

バージ型シール（大)23070

（小)5070

丸型シール30070

ORCスペシャル・レギュレーション(I1,英文）

2,000350

10RMARKⅢ旧．英文)2,000350

GREENBOOK2,000350

10RMARKU(英文，変更分)500350

オフショア講読料（1年分)3,000

JORデーター集2,000500

10Rアウトプット全集（限定)3,000500

JORアウトプット全集（限定)4,000500

オフショア（単本)20055

（単位：円）

小型船用簡易港湾案内の

発行について

事務局

H本水路協会から，下記小型舶用簡助港湾案内が発

行されました。職人を希望される方は，雌寄りの水路

Ⅸl誌販売所またはl1本水路協会（〒104束京都中央区

築地5－3－1）へ連絡されたい。なお，必要の向き

は(社)日本外洋帆走協会(1IL03-504-1911)でも取

り継ぎを致します。

H-251A本州I*j岸その1(東$<湾一大王崎）

H-251B本ﾉ||､|南岸その2(大王l崎一佐田岬）

定価各2,0001'lニー

頒布物品の価格改訂のお知らせ
事務局

（社)日本外洋帆走協会が本部事務室において，主と

して会員を対象として頒布している物｢Y,の価格は，本

年1月1Ⅱから次のどおり改訂されましたのでお知ら

せ致します。なお，会典（含会友）は勿論，会員以外

の方でも送料（包装餅を含む）および所要代金を送金

願えれば郵送致します。川し，＊印は会幽のみ。

送料

200

200

200

200

100

100

100

500

価格

2,200

900

1,000

2,300

1,600

2,000

1,700

1，500

物品名

*NORCエンサイン旗

*NORCクラブ旗

*NORCレース旗

NORCネクタイ

NORCネクタイピン

NORC帽章

NORCワッペン

NORCログブック

日本J-24協会の発足
へ

事務局簡易航海案内（小型船用航路の手引）

本州南岸（東京湾一伊勢湾）

（桃取水道一紀伊水道）

瀬戸内海（大阪一小豆島）

（小豆島一三原）

（三原一上関）

（上関一若松）

（大阪一日ノ御崎）

小型船用簡易港湾案内

本ﾉ‘|‘|南岸その1

その2

瀬戸内海東部

西部

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
６
７
７
７
７
７

９
１ ０

０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３

去る56年7月4LI芙容銀座クラブにおいて，第一回

の日本J-24クラス協会総会が開催され、林基氏が会長

に就任されたほか,10月に全日本選手権レースが行な

われる等が決定された旨連絡がありました。

問合わせ先

東京都中央区銀座6］~月17－1

I_I産自動車㈱マリーン部気付

日本J-24クラス協会

電話

（03)543－5523内線3877田原または吉田

０
０
０
０

５
５
５
５

３
３
３
３

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

９
９
９
ｑ

２
２
２
２
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季¥声ﾝ声やぞや.ソ奇手､令令や3や､苧､や§"3や､冷苧､苓鐸§霊￥詫苧,帯¥ず¥鐸や語26,零や拳､祭今2､竿守ら¥や誇冬冷苧､苓苓,鵠¥,‘鈴犠等、苧守2s鵠＆§¥3,2や'､箒壗稔

山崎職員表彰される
（初日本外洋帆走協会(NORC)の経理を担当し意を表明するとともに，次は20年をと張切ってお

て昭和45年6月以来約11年間にわたり，多くの会られますので，お知らせするとともに，ますます

員に慕われながら「お母さん｣の愛称の下に勤務しの尽力をお願いする次第です。
てきた人と言えば，今更紹介するまでもなく山崎

照代さんですが，如何したことか，その優しい心

温たまる人柄と謙譲の心根は，1年のおまけまで

付け,11年目を迎えて初めて10年の永年勤続表彰

を受けられることになりました。

前記のとおりの性格により本人は堅く固辞され

ましたが，周囲はそれを許さず，特に総務および

旧財務委員の方々をも含めた財務委員会の人々の

積極的な働きかけにより，去る7月9日霞山会館

の一室にて在職々員を含めた12名により，表彰を

兼ねた慰労会が開催されました。贈呈記念品には，

ますますその若さを発揮して習字を始められた山

崎さんのため，大儀見副会長の斡旋になる立派な

習字セットが用意されました。

その内，毛筆自筆になるお礼状を書きたいと謝

夕 、

玲冬￥で苧守苧守等､￥で￥ご玲芋､苧､冬￥、苧諄浅苓守冬冬苓誤､苧諄､'6J3発苧奇苧誇玲苧群、冬冷玲烏玲苧許玲J､､玲烏J唇』守多堂￥ご苧昏z谷g谷キキ為苓さj怠多圭等香玲竿冒J言､￥詫零§J容器冒夕詮J冒J言､島､z吾J管身

「神奈川帆船(ヨット)に親しむ会」

主催による

第一回マリーナ見学会の開催について

口

既報のとおり，今回関東海運局の提唱のもと，第三

管区海上保安本部を始め多くの関係方面の協力を得て，

関東海事広報協会が中心となって進められてきた,｢神

奈川帆船（ヨット）に親しむ会」は，去る5月12日，

関東海運局会議室で関係者多数の出席を得て，第一回

打ち合わせ会が開催され（当協会から亀井海事思想普

及委員および事務局から小林常務理事が出席),一回目

の事業としては，取り敢えずマリーナ見学会を行なう

こととして，爾後各協力機関の担当者間で具体的作業

に関して打ち合わせが行なわれ，下記のように実施さ
れた。

去る5月31日,「神奈川帆船（ヨット）に親しむ会」
が開かれた。シーボニアヨットハーバー，佐島マリー

ナ,葉山マリーナ,江の島ヨットハーバーの神奈川県下

各ハーバーで，小学校5～6年生とその父母を対象に，

ヨットハーバーの見学，帆船の見学，ヨットの映写会

イワク1
1竺竺ノ

などが行なわれた。児童，父母，合わせて206人の参

加者は，ビデオテレビや8nMn映画の鑑賞に，ヨットの

艤装練習，ヨット・モーターボートの試乗など楽しい

一日を過ごした。なお，佐島マリーナ，葉山マリーナ，

江の島ヨットハーバーの見学会は，横浜市立東小学校

5～6年生とその父母を対象とした｡〔主催＝(社)関東

海事広報協会／後援＝運輸省関東海運局，海上保安け：

第三管区海上保安本部／協賛＝(財)日本モーターボー

ト協会，（財)日本ヨット協会，（社)日本外洋帆走協会，

(社)日本マリーナ協会，（社)日本舟艇工業会，（社)関

東小型船安全協会，（株)シーボニア，（株)葉山マリー

ナ，（株)佐島マリーナ，（株)ヤマハ発動機（株)日産

自動車〕

上記実施に当たっては，試乗会あるいは説明会等に

有志会員が活躍され，下記のとおり各関係機関から礼

状とともに今後の協力依頼がありましたので紹介いた

します。

須里

へ
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'81NORC夏祭り
社I@i1法人日本外洋帆走協会殿

前期表彰式および安全フェスティバル

i1催:NORC関東支部・帆走，安全，海事思想普及各

委員会

日時：昭和56年9月5日（土)1300～1700

場所：船の科学館ブールおよび大ホール

費用：会員4,000円（男性)2,000円（女性）

非会員5,000円（男性)3,000円（女性）

（小学生以下は無料）

前期表彰式

初島，大島・神子元島，大島，江ノ島・清水(N.R)、

鳥羽パール

1430～1600船の科学館1F講堂にて16nMm映写会

1600～1700船の科学館4F大ホールにて立食パー

ティー（バンドあり）

安全フェスティバル

1300～1430船の科学館屋外ブールサイド

ライブジャケット着用による競泳大会

ライフラフト倣肋競争

信号灯の使用方法実演

ライフラフトの使用方法

安全備品の展示即売（メーカー）

※参加各チームにはライフジャケット,Tシャツ，安

全備品等を賞品として差し上げる予定です。

電話級アマチュア無線技士

国家試験の案内

社|､l1法人関東海事広報協会

会長代行MII会長大谷夫左二

拝稗

初夏の候，貴台益々御ii'i栄のこととお慶び

申しl貢げます。

今般「神奈川帆船（ヨット）に親しむ会」主

催のヨット教室の開催に際しましては一方な

らぬ御l{＃配に預り，お陰様で成功裡に終了す

ることができました。

これも偏えに貴台の御！‘ﾒ志の賜とI¥<御礼

申し_上げます。

古
貼
》
Ｔ
由
、
‐
３
．
増

一

「神奈川帆船（ヨット）に税しむ会」主催

による第llI'1マリーナ兇学会無事終了につ

いて（御礼）

來海連局長

yglX海l］呆安本部長

関
第

拝稗

深緑映ゆるさわやかな候，貴殿には益々御

i,'i栄の段大慶に存じます。さて．この度，

「神奈川帆船(ヨシ|､）に親しむ会」が，去る

51-1311I(II)に実施しましたマリーナ兇学会は

貴殿をはじめ本会の主旨にご賛1石lの皆々様の

I1ﾒいご支援，ご協jにより成功裡に終了，参

力l1児童・父兄悉くより好評を博し，健全な海

洋レクリエーションの認識を深め得た旨関東

海事広報協会から報需を受けました。このこ

とは，私共後援者といたしまして喜びこの上

なく，これ一重に皆々様のお陰でありまして

〃<お礼申し上げます。

海事思想の普及につきましては，兼ね兼ね

意を注いでおりますが，本年度からは特にこ

れが諜及に倍増の努力をいたすべく考えてお

り「神奈川帆船(ヨット）に親しむ会」につき

ましてもさらに輪を広げ益々発展させるべく

育成指導して参る所存でありますので今後共

よろしくご協力を賜わりたく本状に添えてお

願い申し上げます。

へ
1．試験申請耆の受付期関および受付時間

昭和56年8月7日～8月21日まで（日曜日を除く）

午前9時～午後5時まで（土曜日は正午）

郵送による申請書を提出する場合は8月21日までの

消印のあるものに限り受け付ける。

2．申請の手続

ll)提出書類：無線従事者国家試験申請害

(2)試験手数料：電話級2,000円

(3)申請書の提出先：関東電波監理局検定課

住所：〒100束京都千代田区大手町2-3-2

電話:(03)243-4768

3．試験の日時：9月30日～10月9日

試験科目：法規および無線工学

注意……申請書には朱書で無線従事者国家試験，受験

申請書在中と表示すること

なお，詳細については本部通信委員会へお問い合わせ

下さい。

(23）
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罫薪薑墓羅あ急昇~I
;嘉鮮鯛彗z誉嚇剛
′

X4基、碁、琵車墨咀霊軍基、声も墓亜汽赴汽や墓唾罫亜舞､墓砥基、罫や霊軍舞恥葦も基、蓉率云車式も藍亜舞込瓦

1954エスペル5世ピーターン％鹿児島8．95×

7.35×3.10×1．72税所一彦／艇名の由来：エスペラ

ント，エスポアール，などの意味を一緒にしたもの。

／抱負：アリランレース，オキナワ，東京レースなど

県外のレースに出てみたい｡/クルー:20代のファイト

あるクルーがほとんど，若い美人クルーも時々乗艇す

る。

380THETIsmu-BoAT38小網代11.4×

8.80×3.55×2.0O山崎利治，テテイスシンジケート

(13名共同)/艇名の由来：代表オーナー山崎夫人の命

名。アキレスの母親である絶世の美女。Ⅱ世はその名

の通り足が早く美しい44Ft艇であった。Ⅲ世は今流行

のオワン型，美しさはともかく，シングルハンドレー

スを無事に走り，いつまでも楽しく遊べれば本望です。

／抱負:l.太平洋シングルハンドレースに勝つこと。

2．クルージング生活に復帰すること。3．……⑳。

4．……⑳'5．NORCのレースにも参加してみる

こと。／クルー：全員オーナー，全員クルー，船頭多く

してヨット全く走らず，の例えの実証者達。今年も小

網代湾騒音防止条例を気にしつつ飲ませてもらいます。

/NORCへの要望：特になし。

2362プリンプリンニコルソン30小戸ヨットハー

バー下村将寿／艇名の由来：プリン，プリン，と走
りまっせ。

2920THE正覚坊SURUGATK-27重須8.10

×6.70×3.07×1．50鈴木章義／艇名の由来：アオウ

ミガメの別名。暖海に広く分布しているが，日本では

伊豆の沿岸で見られる。そこで泊地に関係づけた｡/

抱負:TK27の1号艇ということで，どのような走り

をするかわかりませんが，様子を見て，また，艇の性
能を引き出せれば，レースにも参加したいと考えてい

るところです。／クルー：伊藤勝。オーナーの義弟。

持前のタフネスさで,外洋経験豊富｡80年くテイダ>で活

動◎上川晋，酒井，小原，以上3名東海大海洋学部学

生。/NORCへの要望：駿河湾へ来て約4年，レー

スに興味があったので，気にしていましたが，オリン

ピックコースでのレースが出来ないものかと思います。

水深の問題が一番だと思いますが，年間に2，3度は
計画していただければと思います。

2927HARIMAOVNAK295四日市8.92×7.24

×3.07×1.75藤山卓男，花井修司，市川政明（共同）

／艇名の由来：子供の頃テレビで快傑ハリマオを見て

育ったメンハーで，ハリマオ（マレーシア語で虎）の

(24）

ように船も早く走ってもらうため付けた艇名です｡/

抱負：レース，クルージングと活発に船を動かして行

きたい。／クルー：花井修司…“･船内工作，宴会での

カラオケが得意。市川政明……フォアデッキマン。藤

山卓男．．…･シングルハンドで乗っていることが多い。

2921MOSSY-TIEヴァンドフェッ卜9M衣浦

武豊8.95×7.50×3.10×1.75小林潤一，後藤瀧男，

古居純造，奥村彰男，吉田秀和，新家明人，大島茂樹，

近藤仁史，奥田好弘（共同)／艇名の由来:MOSSY

（苔の生えた)TIE(")の意味が指すごく，年代を越

え，環境を越えて，集まった仲間達が，あれもシタイ，
これもシタイと，暗中模索，行きついた先が､､ヨット'′

であった。／抱負：艇名に恥じぬよう初心を忘れず，

レースシタイ，クルージングモシタイ，宴会モシタイ，

もちろん大勢の女性クルーも一緒に。／クルー:20代

から40代までの集まり。オーナー即クルーが長所でも

あり短所でもある。仕事と嫁さんを帰り見ず，船へや

ってくる変態集団。

2934LEMIsTRALnNAK295MKI錆摺ヨッ

トハーバー8．92×7.24×3.07×2.70松尾治亘，東

京医科大学（理事長；馬詰嘉吉，体育会ヨット部；部

長松尾治亘,OB会長･副島恒雄，監督栗原茂勝，艇

長･犬上篇，主将･許田和義)(共同)/艇名の由来：南ア

ルプスから地中海へ吹きおろす春一番の名をもらった,1

号艇より引きついだ。厳冬の山を越え，柔和､な光輝く

海に吹<風のﾀ11〈、たくましい爆発力を秘めた，快活

でスマートな医人の育つ場であれと命名された。／抱

負：東京医大の旗をおしたてて世界の海を巡りたいと

いう，我々の夢を実現しようという後輩がいず､れ出る

だろう。その時のために強靭で信頼できる帆走の伝統

を築きあげたい。当面は基本訓練をしつこく繰り返す

予定である。／クルー：クルーザー専任部員はなく，

全員がインカレ月差して小型艇訓練をしている。現役

･OBの大多数が酒盛りを好み，宴会の.役者ぞろい。

/NORCへの要望：特になし。

2960Q'RokuOY-36-I諸磯10.80×8.62

×3．13×1．68溝ll哲也／艇名の由来：来艇された方

のみに，香り高きコーヒーと共に．そっとお知らせし

ます。／抱負：マイベース，マイウエイ，マイライフ。

／クルー：美男美女にマイワイフ。
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